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新
春
の
伝
統
行
事
で
あ
る
消

防
団
出
初
式
を
一
月
八
日（
日
）

に
生
坂
中
学
校
体
育
館
で
挙
行

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
全
国
的
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し
て

い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
昨
年
同

様
に
規
模
縮
小
（
参
加
人
員
の

見
直
し
・
式
典
時
間
の
短
縮
）、

な
ら
び
に
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
た
上
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
二
八
名
の
消
防

団
員
へ
、永
年
の
功
績
に
対
し
、

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
各
章
の
受
章
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

退
職
者
感
謝
状

○
長
野
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

元
消
防
団
長
　
寺
島
　
慶
次

○
松
本
消
防
協
会
長
感
謝
状

元
第
一
分
団
班
長
　
金
元
　
久
巳

元
第
一
分
団
団
員
　
山
崎
　
博
則

元
第
一
分
団
団
員
　
石
川
　
大
貴

精
　
績
　
章
（
一
名
）

第
三
分
団
分
団
長
　
藤
澤
　
正
敏

技
　
術
　
章
（
一
名
）

本

部

長
　
吉
川
　
祐
貴

精  

勤
　
章
（
三
名
）

本
部
班
長
　
関
口
　
広
行

第
一
分
団
班
長
　
藤
澤
　
拓
史

第
一
分
団
班
長
　
平
林
　
孝
仁

○
松
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
　
績
　
章
（
三
名
）

本

部

長
　
吉
川
　
祐
貴

第
一
分
団
分
団
長
　
中
村
　
康
志

元
第
三
分
団
団
員
　
丸
山
　
真
一

元
第
三
分
団
団
員
　
市
川
　
　
修

元
第
三
分
団
団
員
　
藤
澤
　
　
隆

○
生
坂
村
長
感
謝
状

元
消
防
団
長
　
寺
島
　
慶
次

元
第
一
分
団
班
長
　
金
元
　
久
巳

元
第
一
分
団
班
長
　
片
岡
　
祐
二

元
第
一
分
団
団
員
　
山
崎
　
博
則

元
第
一
分
団
団
員
　
石
川
　
大
貴

元
第
三
分
団
団
員
　
丸
山
　
真
一

元
第
三
分
団
団
員
　
市
川
　
　
修

元
第
三
分
団
団
員
　
藤
澤
　
　
隆

元
第
三
分
団
団
員
　
寺
岡
　
謙
次

団
員
表
彰

○
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
四
名
）

第
一
分
団
団
員
　
平
林
　
真
一

第
二
分
団
団
員
　
坂
爪
　
浩
之

第
三
分
団
団
員
　
小
林
　
直
樹

第
三
分
団
団
員
　
平
林
　
和
樹

功
　
労
　
章
（
一
名
）

第
一
分
団
分
団
長
　
中
村
　
康
志

努
　
力
　
章
（
一
名
）

第
二
分
団
分
団
長
　
瀧
澤
　
雄
樹

第
二
分
団
分
団
長
　
瀧
澤
　
雄
樹

功
　
労
　
章
（
一
名
）

第
一
分
団
副
分
団
長
　
腰
原
　
智
幸

精
　
績
　
章
（
二
名
）

第
二
分
団
部
長
　
中
村
　
竜
也

第
三
分
団
部
長
　
藤
澤
　
弘
達

精
　
勤
　
章
（
三
名
）

第
一
分
団
班
長
　
藤
澤
　
雄
斗

第
一
分
団
班
長
　
平
林
　
孝
仁

第
二
分
団
団
員
　
五
十
嵐
大
樹

○
生
坂
村
消
防
団
長
表
彰  

勤
続
功
労
章
（
三
名
）

第
二
分
団
副
分
団
長
　
瀧
澤
　
　
学

第
二
分
団
部
長
　
中
村
　
竜
也

第
三
分
団
班
長
　
小
林
　
恭
太

功
　
労
　
章
（
三
名
）

第
一
分
団
班
長
　
藤
澤
　
拓
史

第
二
分
団
班
長
　
門
馬
　
慎
一

第
三
分
団
班
長
　
小
山
　
淳
也

精
　
勤
　
章
（
二
名
）

第
一
分
団
団
員
　
曽
根
原
　
要

第
二
分
団
団
員
　
五
十
嵐
大
樹

　
消
防
団
は
村
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い

ま
す
。活
動
に
は
、ご
家
族
や
村

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
が
必
要

で
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
団
員
募
集
中

▼
生
坂
村
消
防
団
で
は
、
新
入

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
消

防
活
動
は
、
平
時
は
各
種
訓
練

や
巡
回
広
報
を
主
と
し
、
火
災

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
消
防

署
と
連
携
し
て
速
や
か
な
防
御

活
動
を
行
い
ま
す
。ま
た
、消
防

団
が
対
応
す
る
災
害
は
、
火
災

だ
け
で
は
な
く
、
地
震
や
風
水

害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
や
そ
れ

ら
に
伴
う
救
助
活
動
な
ど
多
岐

に
渡
り
ま
す
。
消
防
活
動
に
あ

た
り
、
年
額
報
酬
（
団
員
階
級 

三
六
五
〇
〇
円
）
と
出
動
報
酬

（
災
害
一
日
八
〇
〇
〇
円
）が
個

人
の
口
座
へ
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
生
坂
村
役
場
総
務

課
総
務
係
（
六
九-

三
一
一
一
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

表
彰
者
名
簿�（
敬
称
略
）

令
和
五
年 

生
坂
村
消
防
団
出
初
式
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新
春
を
迎
え
、一
月
六
日（
金
）

に
、
令
和
五
年
の
生
坂
村
賀
詞

交
歓
会
が
や
ま
な
み
荘
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
昨
年
と
同
様
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
ご
来
賓
を
村
内

各
団
体
な
ど
の
代
表
の
方
の
み

と
し
て
、祝
賀
会
は
行
わ
ず
、総

合
表
彰
式
も
併
せ
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
総
合
表
彰
式
は
、各
分
野
で
村

の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
一
〇
名
の
皆
様
が
表
彰

さ
れ
、当
日
は
、ご
出
席
い
た
だ

を
一
つ
に
通
わ
せ
、
こ
れ
を
し

な
け
れ
ば
乗
り
切
れ
な
い
と
判

断
し
、
懸
命
に
奔
走
し
任
期
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。」と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
感
謝
状
】（
敬
称
略
）

赤
羽
　
勲
夫
　

（
前 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
）

中
村
　
　
泉

（
前 

民
生
児
童
委
員
）

種
子
　
光
江

（
前 

民
生
児
童
委
員
）

藤
澤
　
澄
廣

（
前 

民
生
児
童
委
員
）

奥
野
末
枝
子

（
前 

民
生
児
童
委
員
）

小
山
　
芳
孝

（
前 
民
生
児
童
委
員
）

栁
澤
　
哲
子

（
前 

民
生
児
童
委
員
）

瀧
澤
　
明
美

（
前 

民
生
児
童
委
員
主
任
児
童

委
員
）

寺
島
　
慶
次

（
前 

消
防
団
長
）

宮
川
　
陽
一

（
前 

安
曇
野
交
通
安
全
協
会
生

坂
支
部
長
）

い
た
六
名
の
方
に
村
長
か
ら
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
長
か
ら
、
受
賞
者
の
皆
様

に
長
年
の
ご
労
苦
に
対
し
て
の

敬
意
と
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ

る
と
、民
生
委
員
を
二
期
六
年
、

う
ち
一
期
三
年
、副
会
長
を
務
め

ら
れ
た
小
山
芳
孝
さ
ん
が
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
山
さ
ん
か
ら
は
「
顧
み
れ

ば
思
い
が
け
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に

見
舞
わ
れ
、
予
定
し
て
い
た
活

動
も
行
事
も
縮
小
、
中
止
せ
ざ

る
負
え
な
い
事
態
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
こ
そ
人
の
気
持
ち

　
二
月
六
日
（
月
）
に
、村
民
会

館
講
堂
で
「
い
く
さ
か
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
平
日
の
夕
方
、
遅
い
時
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
に
二
七

名
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
七
名
、総
勢

三
四
名
の
方
に
村
内
各
地
区
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
は
信
州
大
学
人
文
学
部

の
茅
野
恒
秀
准
教
授
よ
り
、
地

域
資
源
の
有
効
活
用
や
地
域
の

持
続
可
能
性
に
つ
い
て
、
他
自

治
体
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
ご

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
役
場
村
づ
く
り
推

進
室
よ
り
生
坂
村
脱
炭
素
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
参
加
の
皆
さ

ん
で
三
～
五
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
村
が
示
し
た
計
画
案

に
対
す
る
意
見
や
感
想
、
村
へ

の
要
望
等
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
村
に
と
っ
て

は
村
民
の
皆
さ
ま
の
お
考
え
を

伺
う
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

令
和
五
年
　
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

令
和
五
年
　
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

い
く
さ
か
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

い
く
さ
か
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
！

開
催
！
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練
習
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ど
の
学
年
も
エ
チ
ケ

ッ
ト
歯
み
が
き
の
方
法
も
学
び
、

感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
も
、

大
切
な
歯
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
の
方
法
を
覚
え
ま
し
た
。

【
元
気
週
間
に
つ
い
て
】

一
月
一
六
日
か
ら
二
〇
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、次
の
三
つ
で
す
。

❶
ま
ず
一
つ
目
は
、
手
洗
い
・
ハ

ン
カ
チ
の
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。ど

の
学
年
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
感
染
症
予

防
の
基
本
は
や
は
り
手
洗
い

で
す
。
元
気
に
生
活
し
て
い

く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
継

【
歯
科
指
導
】

　
今
年
度
は
六
月
九
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
歯
科
衛
生
士
の
小

林
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

感
染
症
予
防
に
配
慮
を
し
な
が

ら
実
施
し
ま
し
た
。

一・
二
年
生
は
、
虫
歯
に
な
り

や
す
い
第
一
大
臼
歯
に
つ
い
て

学
び
、
磨
き
方
を
中
心
に
練
習

し
ま
し
た
。

三・
四
年
生
は
、
む
し
歯
の
で

き
か
た
を
学
び
、
前
歯
の
内
側

や
小
臼
歯
が
き
れ
い
に
磨
け
る

よ
う
練
習
し
ま
し
た
。

五・
六
年
生
は
、
歯
肉
炎
の
原

因
と
改
善
方
法
等
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。そ
し
て
第
一
、
第
二

臼
歯
が
き
れ
い
に
磨
け
る
よ
う

続
し
て
で
き
る
と
い
い
で
す
。

❷
二
つ
目
は
、
健
康
委
員
会
に

よ
る
お
昼
の
放
送
で
す
。
六

年
生
三
名
が
、
お
昼
の
放
送

で
、
冬
に
元
気
に
生
活
す
る

た
め
、
食
事
で
気
を
付
け
て

ほ
し
い
こ
と
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。「
毎
日
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
を
す
る
こ
と
」

そ
し
て「
温
か
い
食
べ
物
を

食
べ
、
身
体
を
温
め
る
こ
と
」

で
す
。
栄
養
満
点
の
給
食
を

し
っ
か
り
食
べ
て
、
元
気
に

冬
を
乗
り
越
え
た
い
で
す
。

❸
三
つ
目
は
、
姿
勢
教
室
の
実

施
で
す
。
姿
勢
ス
タ
イ
リ
ス

ト
の
阪
上
先
生
に
お
願
い
し

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

低
学
年
か
ら
の
定
着
を
目

指
す
た
め
、
今
年
は
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
椅
子
に
座
っ
て

い
る
時
の
姿
勢
、
立
っ
た
時
の

姿
勢
、
お
辞
儀
を
し
た
と
き
の

姿
勢
等
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
人
に
な
る
前
に
正
し
い
姿
勢

の
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
骨
や
内
臓
の
位
置
な
ど

に
い
い
影
響
が
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

生坂小学校の
健康教育

　生坂小学校では、児童の健康を保持増進するために、様々な
健康教育を行っています。
　歯科指導・アウトメディアチャレンジ・元気週間・保健指導な
どがあります。

小学校だより
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図書委員会副委員長 牛越美音
　小さい頃より、私は本当に本が苦手でした。しかし、ある先生のマジックにより、本の楽しさや奥深さを知り、心よ
り好きになりました。この経験を生かして、本に苦手さを感じている人達に、本の楽しさや面白さを伝えていきた
いと思います。 
代議・生活委員会委員長 荻村巧大
　私は１２月に先輩から生徒会、委員会を引き継ぎました。心配なことは多くあり、とても不安ですが、その中でもリ
ーダーシップを発揮し、最高学年になる身として、学校を引っ張っていけるようにします。 

生徒会副会長 小口真白
　私は生徒会副会長として、生徒会長を支え、学校をリードしていきたいです。また、かしわ祭実行委員長という立場
でもあるので、かしわ祭を盛り上げ、全校生徒の皆さんが思い出に残るような最高のかしわ祭を全校で創り上げら
れるように、準備していきたいです。 
生徒会長 金元夢唯
　私は、３年生から引き継いだことを生かして、また新たな生徒会をスタートしていきたいです。そして、令和５年度
の生徒会長として、生坂中学校の自主性をより良いものにしていきたいと思います。 

図書委員会委員長 原田優歩
　令和５年度の図書委員長になりました。図書委員長として、計画的に委員会などを企画し、図書委員会としての役
割をしっかり果たせるよう努力します。 
保健委員会委員長 日岐愛美
　私が生徒会を引き継いで頑張りたいことは、まだまだ分からないことの方が多いですが、早めの計画を意識して、
２年目の保健委員会なので、委員の皆さんをちゃんと引っ張っていけるように頑張りたいです。 

文化放送委員会副委員長 平林翼紗
　文化放送委員会の副委員長になりました。歌を頑張りたいです。委員長の琴羽さんと協力していきたいです。よろ
しくお願いします。 
生徒会庶務 藤澤恒亮
　僕は、本部会の庶務になりました。これまで先輩方が守ってきてくださった「伝統」を守りつつ、新しいことにも挑
戦して、頑張りたいです。生徒会新聞なども毎月遅れずに、そして正確に伝えていきたいです。 

文化放送委員会委員長 藤澤琴羽
　私は、文化放送委員会委員長として、これまで先輩方が創ってきてくださった伝統の「歌声」を引き継ぎ、さらに生
坂中学生の音楽に対する思いが高まっていけるように、頑張っていきたいです。 

環境美化委員会委員長 澤颯真
　自分は初めて入る委員会なので、分からないことが多くありますが、先輩からしっかりと引き継ぎ、さらに生徒会
を良くし、学校全体も良くしていきたいです。 

　かしわ祭では、「職場体験学習」の発表、「福笑い」のクラス
合唱、「北海道標津町交流学習」では、中学生との交流・学習、
多くの学習を積み重ねてきました。そして、３年生から生徒会
を引き継ぎ、「３年生から引き継いだ学校を守っていきたい」「自
分たちでよりよい学校を目指していきたい」と心一つに生徒会
準備を進めています。これから生徒会をリードしていくにあた
り、大事にしていることをご紹介します。ぜひ応援をよろしく
お願いします。（２学年担任） 

２学年 ～３年生から生徒会のバトンを引き継いで～
私たちのクラス紹介

中学校だより
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教
育
委
員
会
で
は
、
一
八
歳

以
下
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭

を
対
象
に
「
つ
な
が
り
の
場
事

業
　
居
場
所
み
～
つ
け
た
！
」

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
信
州

と
の
共
催
で
年
三
回
開
催
し
ま

し
た
。

◆
第
一
回
目

令
和
四
年
一
〇
月
二
三
日（
日
）

会
場
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
チ
ラ
シ
や
口
コ
ミ
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

応
募
が
な
く
、
民
生
委
員
の
皆

さ
ま
に
お
米
の
仕
分
け
を
し
て

も
ら
っ
た
り
、
当
日
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
信
州
の
皆
さ
ん

や
村
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
お
手
伝
い
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
低
学
年
、
幼
児
の

参
加
が
多
く
、
三
四
世
帯
九
一

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
つ
な
が
り
の
場

の
シ
ン
ボ
ル「
み
ん
な
の
旗
」を

作
ろ
う
と
、
来
場
者
全
員
に
真

◆
第
二
回
目

令
和
四
年
一
一
月
二
七
日（
日
）

会
場 

な
の
は
な
駐
車
場

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
、
会
場
を
な

の
は
な
の
駐
車
場（
屋
外
）に
変

更
し
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
遊
び
場
を
設
け

ず
、秋
冬
用
の
野
菜
や
果
物
、お

米
、生
理
用
品
、や
ま
な
み
荘
の

唐
揚
げ
な
ど
、
食
料
品
を
中
心

に
提
供
し
ま
し
た
。

村
内
の
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
（
後
に
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
と
命
名
）
が
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
来
場
し
、
村
内
の
方
か

っ
白
い
布
の
上
に
、
手
形
を
押

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
三
回
目

で
お
披
露
目
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

幼
児
た
ち
に
は
バ
ル
ー
ン
ア

ー
ト
が
人
気
で
、
犬
や
お
花
を

作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。大

人
は
飛
距
離
を
競
う
紙
飛
行
機

飛
ば
し
に
夢
中
で
し
た
。楽
し
ん

だ
後
は
、
食
料
品
を
た
く
さ
ん

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
参
加
し
に
く
い
」
と

い
う
方
に
は
、
デ
リ
バ
リ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

ら
い
た
だ
い
た
猪
肉
を「
猪
汁
」

に
し
て
提
供
し
て
く
れ
ま
し

た
。
寒
い
時
だ
け
に
心
も
体
も

温
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
数
は
、
二
三

世
帯
七
三
人
で
、
こ
の
回
の
参

加
が
初
め
て
と
い
う
家
族
も
多

く
、
祖
父
母
と
孫
ペ
ア
の
参
加

も
あ
り
、
参
加
者
の
層
に
厚
み

が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
で
デ
リ
バ
リ
ー
の
希
望
が
八

世
帯
に
増
え
、
社
会
情
勢
を
反

映
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

生
坂
村
つ
な
が
り
の
場
事
業

生
坂
村
つ
な
が
り
の
場
事
業

「
居
場
所
み
～
つ
け
た
！
」

「
居
場
所
み
～
つ
け
た
！
」
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◆
第
三
回
目
　

令
和
五
年
一
月
二
二
日（
日
）

会
場
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

こ
の
日
は
、
開
催
前
に
村
内

放
送
で
周
知
し
た
こ
と
も
あ

り
、「
初
め
て
来
て
み
た
」
と
い

う
方
も
い
ま
し
た
。
今
年
度
最

後
と
な
る
第
三
回
目
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
み
ん
な
の
旗
の
披

露
と
く
す
玉
を
割
っ
て
、
お
披

露
目
会
を
し
ま
し
た
。
今
回
は

子
ど
も
が
楽
し
め
る
・
親
が
勉

強
に
な
る
内
容
を
盛
り
こ
み
ま

し
た
。

【
輪
ゴ
ム
射
的
・
ミ
ニ
ゴ
ル
フ

コ
ー
ナ
ー
】

今
回
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
を
増
や
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
、
賑
や

か
で
す
。

参
加
者
は
二
七
世
帯
で
八
一

人
、
デ
リ
バ
リ
ー
は
四
世
帯
で

し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト

今
年
度
最
後
と
な
る
の
で
、

事
業
評
価
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

★
参
加
の
目
的

•

子
ど
も
が
「
行
き
た
い
」
と

楽
し
み
に
し
て
い
た
か
ら
。

•
遊
び
場
が
あ
る
か
ら
。

•
物
資
の
配
布
が
あ
る
か
ら
。

•

人
に
会
え
る
か
ら
。

★
感
想

•

物
価
高
騰
で
、
経
済
的
に
助

か
る
。

•

回
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容

が
充
実
し
て
い
る
。

•

子
ど
も
の
あ
そ
び
場
が
充

実
し
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
。

•

人
と
会
え
る
こ
と
、
触
れ
合

え
る
こ
と
が
嬉
し
い
。

【
み
ん
な
の
学
び
舎
】

持
参
し
た
宿
題
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
一
緒
に
考
え
る
。

【
災
害
用
炊
き
出
し
五
目
御
飯
】

た
っ
た
一
五
分
で
段
ボ
ー
ル

の
中
で
五
目
御
飯
が
炊
き
あ
が

る
。
不
思
議
な
光
景
に
食
い
入

る
よ
う
見
て
い
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。隣
で
は
、防
災
士
に

よ
る「
避
難
所
で
の
過
ご
し
方
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。
身
近
な
物

を
使
っ
て
の
実
演
だ
け
に
、
幼

い
子
を
持
つ
親
は
「
勉
強
に
な

っ
た
」「
防
災
を
意
識
し
た
生
活

を
考
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

•

「
み
ん
な
の
学
び
舎
」
寺
子

屋
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
良
い
。

•

会
場
が
屋
内
で
良
い
。

•

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が

な
い
中
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
れ
る
。

今
年
度
は
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
開
催
を
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
九
割
の
方
か
ら

「
次
年
度
も
継
続
を
」と
の
希
望

に
後
押
し
さ
れ
、
村
で
は
村
内

若
手
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー

ム「
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
」を
始

め
、
子
ど
も
食
堂
に
精
通
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
方
々
と
一

緒
に
次
年
度
も
開
催
で
き
る
よ

う
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
記
事
を
読
ん
で
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

と
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
坂
の

子
ど
も
を
真
ん
中
に
村
全
体
が

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。村
で
は
、当
日
一
緒
に
お
手

伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
、
野

菜
や
食
料
品
な
ど
を
提
供
し
て

く
だ
さ
る
方
、
米
の
分
配
作
業

を
し
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
皆

さ
ん
の
力
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
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昨
年
夏
か
ら
進
め
て
い
た
空

き
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
、
い
よ
い
よ
完
成
に
な
り
ま

す
。

　
塾
は
一
一
月
い
っ
ぱ
い
で
終
了

し
ま
し
た
が
、そ
の
後
も
引
き
続

き
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
塾
は
、前
回（
二
年
前
）

と
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
り
、村
内
の

大
工
さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
、

進
め
て
き
ま
し
た
。

素
人
と
は
や
は
り
視
点
が
全

く
違
い
、そ
こ
ま
で
気
に
し
て
家

を
建
て
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

か
！
と
驚
く
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
。（
考
え
れ
ば
確
か
に
そ

う
だ
な
ぁ
、と
分
か
る
こ
と
な
の

い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、ご
自
分

で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
て

み
た
い
な
…
と
思
う
方
は
、
役

場
村
づ
く
り
推
進
室
ま
で
ぜ
ひ

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
講
師
と
し
て
進
め
て
い
た
だ

い
た
北
條
隆
様
、工
事
業
者
様
、

い
く
さ
か
大
好
き
隊
の
小
野
さ

ん
、大
原
団
地
の
皆
様
並
び
に
関

係
者
の
皆
様
、大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

で
す
が
…
）

　
結
果
的
に
、も
し
か
し
た
ら
も

う
少
し
自
分
で
自
由
に
や
り
た

か
っ
た
、と
思
わ
れ
た
参
加
者
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、や
は
り
プ
ロ
の
技
術

を
間
近
で
見
て
、肌
で
感
じ
、勉

強
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
完
成
後
は
、
内
覧
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
ま

た
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。ご
興

味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
村
営
住
宅

と
し
て
、い
く
さ
か
大
好
き
隊
や

移
住
者
の
住
ま
い
と
し
て
管
理

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
企
画
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、Ｄ
Ｉ

Ｙ
っ
て
難
し
そ
う
だ
け
ど
、意
外

と
自
分
で
も
で
き
る
か
も
！
と

思
っ
た
の
が
率
直
な
感
想
で

す
。
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
知
識
や
技
術
を

蓄
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

し
、Ｄ
Ｉ
Ｙ
が
得
意
な
い
く
さ
か

大
好
き
隊
の
方
に
も
手
伝
っ
て

　「
積
小
為
大
」、
こ
れ
は
一
月

九
日（
月
）に
ま
つ
も
と
市
民
芸

術
館（
松
本
市
）で
開
催
さ
れ
た

二
〇
二
三
年
松
本
山
雅
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
新
体
制
発
表
会

で
、
掲
げ
ら
れ
た
松
本
山
雅
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　
昨
年
チ
ー
ム
は
、Ｊ
２
へ
の
昇

格
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

本
年
は
、
霜
田
正
浩
氏
が
新
監

督
と
し
て
発
表
さ
れ
、シ
ー
ズ
ン

に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
会
場
に
サ
ポ
ー
タ

ー
約
一
八
〇
〇
人
が
集
ま
る
な

か
で
、
二
〇
二
三
年
の
役
員
や

監
督
、選
手
ら
が
紹
介
さ
れ
、今

季
に
か
け
る
意
気
込
み
を
そ
れ

ぞ
れ
が
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
本
蟻
ケ
崎
高
等
学

校
書
道
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

積
小
為
大
と
は
、
小
さ
な
事

を
積
み
重
ね
て
、
大
き
な
事
を

成
し
遂
げ
る
と
い
う
意
味
で
、

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
松

本
山
雅
は
、Ｊ
２
へ
の
再
挑
戦

を
目
指
し
ま
す
。

村
で
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し

て
、引
き
続
き
、松
本
山
雅
を
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
活
用
事
業

長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
活
用
事
業

空
き
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
塾

空
き
家
Ｄ
Ｉ
Ｙ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
塾  

最
終
回
！

最
終
回
！

二
〇
二
三
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

二
〇
二
三
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

新
体
制
発
表
会

新
体
制
発
表
会
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集
落
支
援
員
四
年
目
の
小
野

で
す
。

　
去
年
の
八
月
か
ら
一
一
月
ま
で

開
催
さ
れ
た【
第
二
回
生
坂
村
リ

ノ
ベ
塾
】、
前
回
に
引
き
続
き
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
場
は
、大
原
団
地
の

隣
に
あ
る
、元
駐
在
所
の
村
営
住

宅
。前
回
の
会
場
よ
り
も
こ
じ
ん

ま
り
と
し
た
物
件
で
、ス
ペ
ー
ス

的
に
で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て

お
り
、
な
か
な
か
の
難
関
で
し

た
。

　
今
回
は
、村
内
在
住
の
大
工
さ

ん
を
迎
え
て
の
リ
ノ
ベ
塾
、現
役

本
職
の
大
工
さ
ん
か
ら
直
接
、専

せ
ん
。
断
熱
材
を
用
い
る
た
め
、

天
井
や
壁
を
い
っ
た
ん
剝
が
し

て
の
改
修
、風
呂
場
や
ト
イ
レ
も

大
幅
に
作
り
直
し
、部
屋
の
壁
を

抜
い
た
箇
所
も
あ
り
、前
回
よ
り

も
大
掛
か
り
な
改
修
作
業
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
以
前
も
少
し
書
か
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、「
移
住
し
た

先
の
家
を
で
き
る
限
り
自
分
た

ち
の
手
で
改
修
し
た
い
が
、具
体

的
な
進
め
方
が
分
か
ら
な
い
。や

り
方
を
教
え
て
も
ら
え
る
な
ら
、

自
分
た
ち
で
コ
ツ
コ
ツ
と
改
修

し
た
い
。」
と
い
う
人
た
ち
は
意

外
と
多
い
で
す
。

　
や
は
り
、村
の
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
で
移
住
し
た
人
た
ち
を
大

好
き
隊
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

を
整
え
ら
れ
た
ら
、移
住
担
当
者

が
も
っ
と
積
極
的
に
、移
住
後
の

家
の
片
付
け
や
、家
の
改
修
な
ど

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

さ
ら
に
移
住
促
進・空
き
家
対
策

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
に
な
と
思

い
ま
す
。

　
も
し
次
回
の
リ
ノ
ベ
塾
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、ぜ

ひ
古
民
家
で
や
っ
て
み
た
い
で

す
ね
。移
住
し
て
、自
分
た
ち
の

手
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
い
人

門
的
な
技
術
を
学
ぶ
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、限
ら

れ
た
材
料
や
工
具
で
自
分
な
り

に
工
夫
し
て
進
め
て
い
く
Ｄ
Ｉ

Ｙ
や
セ
ル
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

実
践
し
な
が
ら
学
び
た
い
と
思

っ
て
い
た
参
加
者
の
方
に
は
少

し
趣
旨
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

か
も
し
れ
ず
、そ
こ
は
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
の
参
加
者
が
少
な
く
、

近
隣
自
治
体
の
協
力
隊
員
や
役

場
関
係
者
な
ど
の
参
加
が
多
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、毎
回
の
よ
う

に
ず
っ
と
通
し
で
参
加
し
て
く

だ
さ
る
方
は
、ほ
ぼ
ゼ
ロ
。

　
本
当
に
自
分
で
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
実
践
し
て
み
た
い
方
の

た
め
に
、自
宅
に
取
り
掛
か
る
前

の
実
験
場
と
し
て
、通
し
で
作
業

を
経
験
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
な
に
ぶ
ん
力
不

足
、今
後
の
課
題
で
す
。

　
さ
て
、一
月
中
旬
現
在
、イ
ベ

ン
ト
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、改

修
作
業
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
ま

た
ち
が
住
む
の
は
古
民
家
で
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
、よ
り
実
践

的
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

（
小
野
　
正
）

　
集
落
支
援
員
の
山
田
で
す
。

空
き
家
対
策
、
移
住
支
援
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。三
月
か

ら
契
約
延
長
で
新
た
に
一
年
間

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主
な
業
務
で
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
新
規
登
録
業
務
、問
い
合
わ

せ
対
応
、空
き
家
へ
の
内
見
案
内

等
を
し
て
い
ま
す
。去
年
一
年
間

の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の

動
向
で
す
が
、八
件
の
売
却
契
約

と
二
件
の
賃
貸
契
約
、計
一
〇
件

が
新
た
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。一

月
中
旬
現
在
、二
件
の
商
談
中
物

件
も
あ
り
ま
す
。す
べ
て
新
た
に

依
頼
が
あ
り
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
し
た
物
件
で
す
。

購
入
者
さ
ん
の
年
代
別
内
訳

は
三
〇
代
三
組
、四
〇
代
三
組
、

五
〇
代
三
組
で
す
。

移
住
元
は
長
野
県
内
か
ら
四

組
、東
京
都
二
組
、神
奈
川
県
二

組
、
埼
玉
県
二
組
と
県
外
か
ら

は
す
べ
て
関
東
圏
の
方
た
ち
で

し
た
。

売
却
金
額
は
一
〇
万
円
か
ら

五
〇
〇
万
円
と
幅
広
く
、平
均
金

額
は
約
一
七
〇
万
円
で
す
。賃
貸

の
月
額
家
賃
平
均
は
約
三
〇
〇

〇
円
で
す
。県
内
、県
外
問
わ
ず

空
き
家
の
購
入
、移
住
希
望
の
ニ

ー
ズ
は
ま
だ
ま
だ
衰
え
て
い
な

い
の
で
、引
き
続
き
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
新
規
登
録
を
推
し
進
め

て
い
き
ま
す
。 

（
山
田
　
尚
弘
）

57
（通巻115号）

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

移
住
者
に
人
気
の
生
坂
村

移
住
者
に
人
気
の
生
坂
村

左官仕事はお任せを

空き家バンクに掲載された小立野の物件

内見のご案内の様子
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こ
ん
に
ち
は
、
大
好
き
隊
の

村
松
千
歳
で
す
。
二
〇
二
二
年

度
中
は
、
役
場
の
方
か
ら
ご
依

頼
が
あ
り
、
竹
を
細
か
く
粉
末

状
に
し
た
資
材
「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」

が
、
農
業
で
ど
の
よ
う
に
使
え

る
か
調
べ
る
実
験
を
し
ま
し

た
。コ
マ
ツ
ナ
と
カ
ブ
で
実
験
を

し
、そ
の
成
長
を
比
較
し
た
の
で

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
な
ぜ
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
使
う

の
？

　
村
内
で
豊
富
に
採
れ
る
竹
。

竹
の
子
は
食
用
と
し
て
名
物
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、伸
び

た
竹
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
ま
す
。

入
れ
て
、
で
き
る
だ
け
空
気
を

抜
い
て
か
ら
口
を
密
閉
し
、
し

ば
ら
く
お
く
と
自
然
に
発
酵
が

始
ま
り
ま
す
。袋
が
パ
ン
パ
ン
に

膨
ら
ん
で
、
自
然
に
し
ぼ
ん
だ

ら
終
了
で
す
。か
か
る
時
間
は
一

〇
日
～
一
ヶ
月
ほ
ど
と
さ
れ
ま

す
が
、条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
よ
く
様
子
を
見
て
く
だ
さ

い
。
竹
の
に
お
い
が
な
く
な
り
、

麹
の
よ
う
な
発
酵
臭
が
す
れ
ば

成
功
で
す
。

◎
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
使
い
方

　
量
：
一
反
一
〇
〇
㎏
（
耕
運
の

深
さ
二
〇
㎝
の
場
合
）程
度
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
期
と
方
法
：
野
菜
の
場
合
、

種
ま
き
や
苗
を
定
植
す
る
一
週

間
前
～
当
日
に
、
竹
パ
ウ
ダ
ー

を
畑
全
面
に
散
布
し
て
か
ら
耕

運
し
ま
す
。
今
回
は
種
ま
き
当

日
に
、
化
成
肥
料
と
同
時
に
使

用
し
ま
し
た
が
肥
料
焼
け
な
ど

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
条
件
を
変
え
て
肥
料
を
ま
い

て
み
る

　
畑
を
以
下
の
よ
う
に
四
つ
に

分
け
て
、
肥
料
の
条
件
だ
け
を

変
え
て
成
長
を
比
べ
て
み
ま
し

　
一
方
で
、海
外
か
ら
の
輸
入
に

頼
る
化
成
肥
料
の
多
く
が
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。で
き
る
だ
け

化
成
肥
料
を
使
わ
ず
、
収
穫
量

を
減
ら
さ
な
い
方
法
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
そ
ん
な
二
つ
の
問
題
を
、竹
パ

ウ
ダ
ー
を
使
う
こ
と
で
解
決
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。竹
パ
ウ

ダ
ー
を
土
に
混
ぜ
込
む
こ
と
で
、

肥
料
分
が
効
率
的
に
吸
収
さ

れ
、
化
成
肥
料
の
利
用
量
を
減

ら
す
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
本
当
に
そ
ん
な
に
効
果
あ

る
？
ど
の
く
ら
い
化
成
肥
料
を

減
ら
せ
る
の
？
と
い
う
こ
と

で
、
実
験
し
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

◎
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
作
り
方

　
竹
を
粉
末
状
に
し
、
十
分
に

発
酵
さ
せ
た
も
の
が「
竹
パ
ウ

ダ
ー
」で
す
。

　
竹
を
専
用
の
機
械
で
粉
末
に

し
た
ら
、大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

た
。（

一
週
間
ほ
ど
前
に
堆
肥
・
石

灰
を
全
面
に
施
用
し
て
い
ま

す
）

◦
Ａ
区
…
化
成
肥
料
・
竹
パ
ウ

ダ
ー
な
ど
肥
料
な
し

◦
Ｂ
区
…
化
成
肥
料
の
み（
八-

八-

八
の
肥
料
を
コ
マ
ツ
ナ
で

は
一
㎡
一
九
〇
ｇ
、カ
ブ
で
は

一
㎡
一
二
五ｇ
）

◦
Ｃ
区
…
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
み（
一

㎡
一
〇
〇ｇ
）

◦
Ｄ
区
…
化
成
肥
料（
Ｂ
区
の
半

量
）＋
竹
パ
ウ
ダ
ー
（
一
㎡
一

〇
〇
ｇ
）

◎
育
っ
た
結
果

①
コ
マ
ツ
ナ
の
場
合

　
Ｂ
区（
化
成
肥
料
の
み
）と
Ｄ

区（
竹
パ
ウ
ダ
ー
＋
化
成
肥
料

半
量
）で
葉
の
大
き
さ
は
、ほ
と

ん
ど
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。（
表

1
）

ま
た
、Ｄ
区
の
コ
マ
ツ
ナ
は
細

か
い
根
が
た
く
さ
ん
生
え
、
根

の
長
さ
・
重
さ
と
も
に
全
部
の

区
で
一
番
多
か
っ
た
で
す
。

　
糖
度
に
つ
い
て
は
、Ｃ
区（
竹

パ
ウ
ダ
ー
の
み
）が
一
番
高
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
化
学
肥
料
が

少
な
い
ほ
ど
、ス
ト
レ
ス
が
か
か

る
の
か
糖
度
が
高
く
な
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。（
表
2
）

②
カ
ブ
の
場
合

　
根
部（
食
べ
る
部
分
）の
重
さ

を
比
較
す
る
と
、Ｂ
区（
化
成
肥

料
の
み
）が
一
番
重
く
、Ｄ
区（
竹

号外
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パ
ウ
ダ
ー
＋
化
学
肥
料
半
量
）が

そ
の
八
割
弱
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ブ
で
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
す

る
場
合
は
、
化
成
肥
料
を
半
量

で
は
な
く
、
二
～
三
割
減
程
度

に
す
る
の
が
良
さ
そ
う
で
す
。

（
表
3
）

　
根
部
の
糖
度
を
比
較
す
る

と
、Ｃ
区（
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
み
）が

一
番
高
く
な
り
ま
し
た
が
、大
き

な
差
で
は
な
か
っ
た
で
す
。（
表

2
）

◎
な
ぜ
糖
度
が
上
が
る
の
？

　
竹
に
は
も
と
も
と
、
野
菜
の

甘
み
を
増
や
す
効
果
が
あ
る

っ
て
い
ま
す
。こ
の
穴
が
乳
酸
菌

や
土
着
菌
の
す
み
か
に
な
っ
て
、

微
生
物
が
増
え
、
土
の
団
粒
構

造（
ほ
ど
よ
い
大
き
さ
に
粒
が

固
ま
っ
た
も
の
）を
作
る
の
に
役

立
ち
ま
す
。
団
粒
構
造
が
保
た

れ
る
と
、
土
や
空
気
の
通
る
隙

間
が
で
き
て
根
が
張
り
、
肥
料

を
吸
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

◎
こ
ん
な
使
い
方
も
で
き
る
か

も
　
竹
パ
ウ
ダ
ー
に
つ
い
て
は
、全

国
で
様
々
な
研
究
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

◦
米
の
場
合（
美
味
技
術
学
会

の
資
料
に
よ
り
）

　
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
施
用
し
た
田

ん
ぼ
で
は
、
根
に
適
度
な
酸
素

が
行
き
渡
っ
て
、
成
長
が
良
く

な
り
食
味
も
向
上
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

◦
ト
マ
ト
の
場
合（
北
九
州
市

立
総
合
農
事
セ
ン
タ
ー
の
資

料
よ
り
）

　
一
二
人
に
食
べ
比
べ
し
て
も

ら
う
と
、外
見
以
外
の
食
感
、甘

味
、酸
味
、旨
味
、総
合
評
価
で
、

竹
パ
ウ
ダ
ー
を
入
れ
た
区
の
方

が
、入
れ
な
い
区
よ
り
優
れ
て
い

「
乳
酸
菌
」
が
多
数
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。パ
ウ
ダ
ー
を
発
酵

さ
せ
る
と
乳
酸
菌
が
増
え
て
、

土
に
混
ぜ
る
と
根
か
ら
野
菜
に

働
き
か
け
る
よ
う
で
す
。

◎
な
ぜ
野
菜
が
よ
く
育
つ
の
？

　
竹
パ
ウ
ダ
ー
自
体
に
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、カ
リ
と
い
っ
た
肥
料
分

は
、ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
粒

を
顕
微
鏡
で
見
て
み
る
と
、
細

か
い
穴
が
た
く
さ
ん
空
い
て
い

る「
多
孔
質
」と
い
う
構
造
に
な

る
と
の
結
果
が
出
た
そ
う
で

す
。

◦
キ
ノ
コ
で
使
う
と（
長
崎
県
・

諫
早
農
業
高
校
の
実
験
よ

り
）

　
菌
床
栽
培
す
る
際
に
、
米
ぬ

か
の
代
わ
り
に
竹
パ
ウ
ダ
ー
を

オ
ガ
ク
ズ
と
混
ぜ
て
栽
培
す
る

と
、菌
が
オ
ガ
ク
ズ
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
日
数
が
大
幅
に
減
っ
た

そ
う
で
す
。（
シ
イ
タ
ケ
は
一
二

〇
日
→
六
〇
日
、マ
イ
タ
ケ
は
九

〇
日
→
三
〇
日
、キ
ク
ラ
ゲ
は
一

二
〇
日
→
五
〇
日
に
減
少
）

◦
ブ
ド
ウ
の
場
合（
岡
山
大
学

農
学
部
の
資
料
よ
り
）

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
鉢
栽
培
で
、無

発
酵
の
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
表
面
に

敷
い
て
マ
ル
チ
に
し
た
と
こ
ろ
、

土
の
中
の
水
分
が
保
た
れ
、
乾

燥
し
に
く
く
な
る
こ
と
が
分
か

っ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、実
の
重

さ
や
糖
度
に
大
き
な
差
は
な
か

っ
た
も
の
の
、赤
色
の
天
然
色
素

で
あ
る「
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」
が

多
く
、
着
色
不
良
が
起
こ
り
に

く
い
傾
向
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
土
に
混
ぜ
込

ん
で
実
験
を
し
た
資
料
は
見
当

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

◦
雑
草
を
防
ぐ（
愛
媛
大
学
農

学
部
の
資
料
よ
り
）

　
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
厚
め
に
ま
く

と
、
光
を
さ
え
ぎ
り
雑
草
を
抑

え
る
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

◎
感
想

　
素
人
実
験
で
は
あ
り
ま
す

が
、な
ん
と
か
形
に
で
き
て
ホ
ッ

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
実
験

や
ご
紹
介
し
た
例
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
お
気
軽

に
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
！↑コマツナの実験結果
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村
で
は
、
こ
れ
ま
で
鳥
獣
柵

の
整
備
や
個
体
数
調
整
な
ど
の

鳥
獣
対
策
を
実
施
し
て
い
る
も

の
の
、
未
だ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
の
皆
様
に
は
、
農
繁

期
が
始
ま
る
前
に
、
鳥
獣
柵
の

点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

誘
因
物
を
除
去
し
て
い
た
だ

き
、
鳥
獣
被
害
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

侵
入
防
止
柵
等
の
定
期
的
な

点
検

　
村
内
に
は
、
各
地
区
に
広
域

的
な
鳥
獣
防
止
柵
を
約
二
〇
㎞

設
置
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
設

置
し
て
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過

し
て
い
る
柵
も
あ
り
、
経
年
劣

化
等
で
網
に
穴
が
開
い
た
り
、

獣
に
よ
り
柵
の
下
を
め
く
ら
れ

て
入
ら
れ
て
し
ま
う
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
柵
を
管
理
す
る
皆

様
に
は
、
定
期
的
に
見
回
り
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
、
破
損
箇

所
の
修
繕
等
適
正
な
管
理
を
お

⃝

猟
友
会
と
狩
猟
免
許

　
村
で
は
、
猟
友
会
へ
入
会
し

有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
方
の
狩
猟
免
許

取
得
や
更
新
に
か
か
る
一
部
経

費
に
対
し
て
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
猟
友
会
の
活
動
は
、
有
害
鳥

獣
の
駆
除
を
は
じ
め
、
講
習
会

や
研
修
会
、鳥
獣
の
供
養
、射
撃

大
会
へ
の
出
場
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
会
員
に
な
る
こ
と
で
、
狩
猟

登
録
に
か
か
る
費
用
や
保
険
料

の
個
人
負
担
が
無
く
な
り
、
く

く
り
罠
等
の
猟
具
に
つ
い
て
も

一
部
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
従

事
し
て
鳥
獣
を
捕
獲
さ
れ
た
場

合
は
、
村
か
ら
報
奨
金
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
や
、
入
会
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
振
興

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
五
年
度
の
松
本

地
区
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
は

決
ま
り
次
第
周
知
し
ま
す
。

⃝

有
害
捕
獲
と
狩
猟
の
違
い

　
　
　
　【
生
坂
村
の
場
合
】

※
無
許
可
で
鳥
獣
を
捕
獲
す

願
い
し
ま
す
。

⃝

村
の
補
助
金

　
個
人
や
地
域
で
設
置
す
る
鳥

獣
防
除
機
具
に
対
し
て
、補
助
を

実
施
し
て
い
ま
す
。個
人
で
の
設

置
や
、区
や
常
会
等
で
設
置
す
る

際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

⃝

被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合

　
村
で
は
、鳥
獣
の
出
没
状
況
や

被
害
状
況
を
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
に
も
、農
作
物
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
や
サ
ル
や
ク
マ
を
目
撃

し
た
際
は
、役
場
振
興
課（
☎
六

九-

三
一
一
二
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

鳥
獣
対
策
　
～
ス
ト
ッ
プ
鳥
獣
害
～

鳥
獣
対
策
　
～
ス
ト
ッ
プ
鳥
獣
害
～

鳥獣対策防除機具等設置事業補助金

補助対象者 個人の場合 複数人、地域、団体の場合

補助対象経費 防除機具等の購入に要す
る経費（圃場あたり1件）

防除機具等柵の設置に要
する経費

補助率 補助率　1/2
上限10万円

補助率　3/4
上限30万円

資　格 必要な手続き 場所・時期

有害捕獲 原則として狩猟免
許を有する者

県、村より有害捕獲
の許可を受けた者

〈場所〉生坂村全域
〈時期〉１年を通じて

狩　猟 狩猟免許を有する
者

長野県で狩猟者登
録をした者

〈場所〉県内捕獲禁止場所以外
〈時期〉狩猟期11/15 ～ 2/15
（シカ、イノノシ捕獲のための「わな猟」は、
3/15まで延長）

↑水稲被害 ↑獣による柵の破損
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『
生
坂
村
の
商
品
力
』

　
お
盆
の「
カ
ン
バ
」は
白
樺
の

木
の
皮
。一
文
字
違
い
の「
カ
ン

パ
（
寒
波
）」
は
生
坂
村
の
木
々

を
白
樺
以
上
に
真
っ
白
に
彩
り

ま
す
。

　
一
月
二
六
日
（
木
）
の
気
温

は
、
初
体
験
の
マ
イ
ナ
ス
一
四

度
。
長
野
県
の
冬
の
寒
さ
を
学

習
中
の
駅
長
で
す
。

　
改
め
て
振
り
返
る
と
、
い
く

さ
か
の
郷
で
販
売
し
て
い
る
商

品
の
中
で
も
、
生
産
者
の
皆
様

が
出
荷
し
て
く
だ
さ
る
「
農
産

物
や
加
工
品
」は
、村
を
訪
れ
る

多
く
の
お
客
様
に
支
持
さ
れ
て

お
り
、
次
回
の
来
店
動
機
と
な

ツ
」、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
「
水
菜
」

や
「
小
松
菜
」、「
サ
ラ
ダ
野
菜
」

な
ど
魅
力
的
な
商
品
を
出
荷
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
く
さ
か
の
郷
で
は
、
今
ま

で
以
上
に
生
産
者
の
皆
様
が
出

荷
し
て
く
だ
さ
る
農
産
物
や
加

工
品
の「
コ
ト
」や「
そ
の
背
景
」

な
ど
、「
生
坂
村
の
商
品
力
」
を

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

地
域
ご
と
の
商
品
の
特
徴
や

求
め
ら
れ
る
も
の
の
違
い
の
奥

深
さ
を
感
じ
る
こ
の
冬
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
い
く
さ
か
の

郷
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

る「
商
品
力
」が
着
実
に
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
店
舗
の
販
売
実
績

に
も
表
れ
て
お
り
、
過
去
二
年

と
比
較
し
て
、
今
年
度
は
す
で

に
一
二
〇
％
を
超
え
る
販
売
点

数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
果
、
い
く
さ
か
の
郷
の
数

字
が
良
い
形
で
進
ん
で
い
る
の

も
、
生
産
者
の
皆
様
が
昨
年
以

上
に
数
多
く
の
出
荷
を
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
す
。

閑
散
期
の
一
二
月
、
一
月
も

国
産
と
い
え
ば
希
少
価
値
の
高

い
「
生
坂
村
産
の
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
」
や
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

の
重
さ
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
キ
ャ
ベ

　
新
年
と
な
っ
て
早
い
も
の
で

二
月
も
あ
と
数
日
を
残
す
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。

　
一
年
で
一
番
寒
い
こ
の
時
期

の
加
工
施
設
で
の
作
業
は
、一
月

は
主
に
野
沢
菜
の
味
付
け
作
業

を
行
い
、二
月
に
入
る
と
麹
造
り

と
味
噌
の
仕
込
み
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。現
在
は
、味
噌
造
り
の

真
っ
最
中
で
す
。原
材
料
の
大
豆

は
、
村
内
の
各
団
体
や
個
人
の

方
々
に
契
約
栽
培
で
作
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、麹
は

公
社
管
理
の
水
田
で
収
穫
し
た

米
を
使
っ
て
お
り
、一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
生
坂
村
産
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
米
を
蒸
し
て
麹
を
造
り
、
蒸

し
た
大
豆
を
潰
し
た
も
の
と
混

ぜ
合
わ
せ
て
仕
込
む
ま
で
三
日

か
か
り
ま
す
。
蒸
し
た
米
に
麹

菌
を
付
け
る
作
業
は
、
力
を
入

れ
て
揉
み
込
む
の
で
寒
い
こ
の

時
期
で
も
汗
だ
く
に
な
り
ま

す
。こ

の
作
業
を
四
月
上
旬
ま
で

繰
り
返
し
行
い
、六
ト
ン
程
の
味

噌
を
仕
込
み
ま
す
。
販
売
用
の

味
噌
や
お
客
様
か
ら
注
文
い
た

だ
い
た
仕
込
み
味
噌
、ま
た
、か

あ
さ
ん
家
の
食
堂
や
お
や
き
・
お

ま
ん
じ
ゅ
う
に
入
れ
る
味
噌
な

ど
す
べ
て
を
ま
か
な
い
ま
す
。

　
味
噌
は
発
酵
食
品
の
代
表
格

で
す
が
、
近
年
甘
酒
も
飲
む
点

滴
と
言
わ
れ
、
各
種
酒
造
メ
ー

カ
ー
が
販
売
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
か
あ
さ
ん
家
で
販

売
し
て
い
る『
米
麹
』と
備
え
付

け
の
レ
シ
ピ
で
簡
単
に
作
れ
ま

す
。
甘
酒
を
砂
糖
の
代
わ
り
に

料
理
に
使
う
方
も
い
る
よ
う
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。他
に『
し
ょ
う
ゆ
麹
』・

発
酵
食
品
で
健
康
生
活
！

か
あ
さ
ん
家

　
藤 

澤  

充 

子

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

『
塩
こ
う

じ
』
も
販

売
し
て
い

ま
す
の
で

料
理
の
お

供
と
し
て

ご
利
用
い

た
だ
け
れ

ば
と
思
い

ま
す
。
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果

済共

樹

お問い合わせ・申し込みは安曇野支所までご相談ください。

加入方式
の種類

補償期間
対象となる
共済事故

支払開始
割合

補償限度
割合

現在の
引受樹種

加入申込
締切

半相殺
減収

総合短縮
方式

発芽期
～

収穫期

すべての自然災害
（地震・噴火を含む）
病虫害、鳥獣害、

火災による果実の
減収

３割 ７割

りんご
なし
もも

ぶどう

果樹共済の安心メリット

加入できる樹種と主な品種 果樹共済金支払いの推移

加入方式・支払対象となる災害

・加入には、各類ごとの栽培面積が５アール以上必要です。 過去10年間の長野県での主な被害と支払共済金総額

防災施設割引率
・特定の防災施設（防霜ファン等）が設置されている園地は、
共済掛金が割引されます。

ＮＯＳＡＩ長野 安曇野支所

〒399-8211 安曇野市堀金烏川2661-2
電話0263-72-5192 Fax72-5191

樹種 類区分 主な品種

りんご

１類 つがる、ｼﾅﾉﾘｯﾌﾟ

２類 ｼﾅﾉｽｲｰﾄ、秋映、ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ

３類 ふじ、ぐんま名月

ぶどう

１類 ﾃﾞﾗｳｪｱ､ﾋﾑﾛｯﾄﾞ

２類 ｷｬﾝﾍﾞﾙｱｰﾘｰ､ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ

３類 ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ、ﾅｶﾞﾉﾊﾟｰﾌﾟﾙ、巨峰

なし

１類 幸水、新水

２類 豊水、ｻﾝｾｰｷ

３類 南水、あきづき、ﾗ･ﾌﾗﾝｽ

もも
１類 生食用早生品種（７月末までに収穫）

２類 生食用中生品種及び晩生品種

かき ２類 市田柿、平核無

すもも - 大石早生、貴陽、ｿﾙﾀﾞﾑ、ｻﾝﾌﾟﾙｰﾝ

樹種
防風
ネット

防霜
ファン

多目的
ネット

防雹
ネット

防鳥
ネット

雨除
施設

防蛾
灯

りんご 5％ 5％ 35% - - - -

ぶどう 5% - 10% - 5% 30% -

なし 5% 5% 40% 30% 5% - 5%

もも 5% 5% 10% - - - 5%

かき 5% 5% - 10% - - -
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国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

が
出
産（
※
注
）し
た
際
に
、
出

産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

（
※
注
）
出
産
と
は
、
妊
娠
八

五
日（
四
カ
月
）以
上
の
出
産
を

い
い
ま
す
。（
死
産
、流
産
、早
産

さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

◦
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
期
間

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
四
カ

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。ま
た
、多
胎
妊
娠

の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
三
カ

月
前
か
ら
六
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◦
対
象
者

　「
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険

者
」で
出
産
日
が
平
成
三
一
年
二

月
一
日
以
降
の
方

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
任
意

加
入
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

◦
届
出
期
間

　
出
産
予
定
日
の
六
カ
月
前
か

ら
届
出
可
能
で
す
。

（
★
…
参
加
可
能
）

★
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

　
体
の
内
側
の
筋
肉
を
無
理
な

く
鍛
え
ら
れ
る
運
動
方
法
、
ピ

ラ
テ
ィ
ス
を
体
験
し
ま
す
。

第
七
回
　
三
月
　
三
日（
金
）

第
八
回
　
　
　
一
〇
日（
金
）

午
前
一
〇
時
～

　
令
和
三
年
度
に
「
長
野
県
　

地
域
発
　
元
気
づ
く
り
支
援

金
」
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
た

事
業
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
事

業
と
し
て
、
防
災
に
取
組
む
み

ん
な
の
知
恵
袋
の
会
が
実
施
し

た
「
住
民
と
子
供
た
ち
に
よ
る

災
害
に
負
け
な
い
地
域
防
災
活

動
事
業
」
が
松
本
地
域
振
興
局

長
表
彰
に
選
定
さ
れ
、
一
月
三

一
日
（
火
）
に
は
、草
間
康
晴
松

◦
届
出
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
個
人

番
号
が
わ
か
る
も
の

【
添
付
書
類
】

・
出
産
前
に
届
出
を
す
る
場
合

　
出
産
予
定
日
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
書
類（
母

子
健
康
手
帳
、
医
療
機
関
が

発
行
し
た
証
明
書
等
）

・
出
産
後
に
届
出
を
す
る
場
合

　
出
産
日
等
を
役
場
で
確
認
で

き
る
場
合
は
、
添
付
書
類
は
不

要
で
す
。

※
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の

場
合
、
出
産
日
及
び
親
子
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類（
戸
籍
謄（
抄
）

本
、
出
生
証
明
書
、
住
民
票
、

母
子
健
康
手
帳
等
）
が
必
要

で
す
。

・
死
産
等
の
場
合

　
死
産
等
の
日
及
び
身
分
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
書
類（
死
産
証
明
書
、死
胎
埋

火
葬
許
可
証
、母
子
健
康
手
帳
、

医
療
機
関
が
発
行
し
た
証
明
書

等
）

◦
届
出
先

　
生
坂
村
役
場
住
民
課

　（
☎
六
九-

三
一
一
三
）

★
冬
期
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
技
術
向
上
を

目
標
に
指
導
を
行
い
ま
す
。

第
六
回
　
三
月
　
三
日（
金
）

第
七
回
　
　
　
一
〇
日（
金
）

第
八
回
　
　
　
一
七
日（
金
）

第
九
回
　
　
　
二
四
日（
金
）

第
一
〇
回
　
　
三
一
日（
金
）

午
後
七
時
～

本
地
域
振
興
局
長
よ
り
、
団
体

代
表
の
平
林
功
さ
ん
へ
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
知
恵
袋
の
会
の
皆
さ
ま
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■村工事入札結果（1月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

振興課
R5.1.11 工事

令和４年度　令和４年９月23日～ 24日
発生　９月豪雨災害復旧事業　農道復旧
工事　宇留賀地区

宇留賀 牛越組 660

振興課
R5.1.11 工事 令和4年度　雲根地区送水管布設工事 下生坂（雲根） ウォータ・サプライ 3,410

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保

産
前
産
後
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
！

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
！

令
和
三
年
度
「
長
野
県
地

令
和
三
年
度
「
長
野
県
地

域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」

域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」

優
良
事
例
に
選
定
！

優
良
事
例
に
選
定
！

行
政
書
士
無
料
相
談
会

行
政
書
士
無
料
相
談
会

三
月 

公
民
館
教
室

17
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メタボ予防のための★おすすめメニュー

メタボリック症候群の予防・改善は、適正体重を維持することが基本になります。 

適正体重を維持するためには、適度な運動とバランスの良い食事が大切です。 

≪食事について≫ 

今回は、上手な脂質の摂り方についてのアドバイスです。 

飽和脂肪酸は肉、牛乳、卵などの動物性脂肪（融点が高く、常温で固形の食品）に多く含まれて

いる脂肪酸で、摂り過ぎると血清コレステロールを増加させる働きを持ちます。 

 それに対して不飽和脂肪酸は、植物油や魚の脂に多く含まれており、血清コレステロールを低下

させる作用を持ちます。 

肉料理や卵料理は手軽に作れるため、つい摂りすぎてしまいがちですが、虚血性心疾患や脳血管

疾患予防のために、飽和脂肪酸を控えて、不飽和脂肪酸を上手に摂りましょう。  

今回のおすすめレシピは 

鯖缶と野菜のトマト煮

1人分 栄養価 
エネルギー219kcal  たんぱく質 15.4ｇ 
脂質 16.9ℊ カルシウム 39㎎  食塩相当量 0.6ｇ 

☆ 冬野菜のキャベツの代わりに 

季節の野菜を入れるのも良いでしょう 

作り方

① キャベツは、３㎝角の色紙切りにする。玉

ねぎは繊維に沿って５㎜幅に切る。鯖缶は

汁を切っておく。 

② フライパンにオリーブ油とにんにくを入れ

て熱し、にんにくの香りが立ってきたら、

キャベツ、玉ねぎを炒める。全体に油が回

ったら、トマト缶を加える。 

③ 煮立ったら、鯖を加え蓋をして、途中でひ

と混ぜしながら（混ぜすぎると鯖が崩れて

しまうので注意）５分程煮込み、最後に塩、

こしょうで味を調える。 

材  料（２人分） 

鯖水煮缶           1 缶 

キャベツ            １００ｇ 

玉ねぎ              ５０ｇ 

トマト水煮缶          ２００ｇ 

すりおろしにんにく     小さじ１ 

オリーブ油 大さじ１/２ 

塩                 小さじ１/６ 

こしょう                  少々 
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歯
並
び
大
丈
夫
？

　
日
本
人
の
八
割
は
嚙
み
合
わ

せ
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

歯
並
び
が
悪
い
と
…

一

　虫
歯
に
な
り
や
す
い

歯
が
傾
い
た
り
、
重
な
っ
て

い
る
と
凸
凹
で
掃
除
が
行
き
届

か
な
い
。

二

　歯
周
病
に
な
り
や
す
い

掃
除
が
行
き
届
か
な
い
た

め
、
歯
周
病
菌
が
残
り
や
す
く

増
殖
し
、
歯
肉
炎
→
歯
周
病
→

歯
を
失
う
と
い
う
結
果
に
な
り

や
す
い
。

三

　も
の
が
よ
く
噛
め
な
い

歯
並
び
が
悪
い
と
咀
嚼
能
力

が
低
下
し
、
内
臓
障
害
の
要
因

に
も
な
り
ま
す
。

四

　顎
の
正
常
な
発
達
を
阻
害

成
長
期
の
お
子
さ
ん
の
歯
並

び
が
悪
い
と
顎
が
正
常
に
発
達

出
感
が
あ
り
上
下
の
唇
を
と

じ
に
く
い
。（
上
下
顎
前
突
）

□
噛
み
合
わ
せ
た
と
き
に
上
と

下
の
前
歯
が
嚙
み
合
わ
さ
ら

な
い
（
開
咬
）

□
噛
み
合
わ
せ
た
と
き
に
左
右

ず
れ
て
い
る
（
顎
変
形
症
）

□
口
を
開
け
る
と
き
に
、
顎
の

関
節
で「
カ
ッ
ク
ン
」な
い
し

は「
ゴ
リ
ゴ
リ
」と
い
う
音
が

す
る
（
顎
関
節
症
）

矯
正
治
療
は
子
ど
も
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
患
者
さ

ん
の
約
半
数
は
成
人
の
方
で

す
。
年
齢
が
増
す
ご
と
に
骨
が

固
く
な
り
、
日
数
が
か
か
る
事

と
治
療
の
安
定
感
が
悪
く
な
る

傾
向
が
あ
る
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク

で
気
に
な
っ
た
ら
と
り
あ
え
ず

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
六
〇

歳
で
治
療
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。）

矯
正
治
療
は
見
た
目
を
よ
く

す
る
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。よ
く
噛
め
る
、掃
除
し
易

い
歯
並
び
で
、
歯
の
寿
命
を
延

ば
し
健
康
な
体
を
維
持
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

 

生
坂
村
歯
科
診
療
所

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、

顎
が
ゆ
が
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、顎
の
関
節
に

か
か
る
負
担
が
大
き
く
、「
顎
関

節
症
」や「
肩
こ
り
」「
腰
痛
」の

要
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

五

　発
音
障
害
と
審
美
的
障
害

正
常
な
発
音
が
出
来
な
い
、

歯
を
見
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
笑

え
な
い
。
成
長
期
の
お
子
さ
ん

に
と
っ
て
は
劣
等
感
な
ど
心
理

的
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

あ
な
た
の
お
口
を
チ
ェ
ッ
ク
！

□
前
歯
が
凸
凹
し
て
き
れ
い
に

並
ん
で
い
な
い

□
糸
切
り
歯
が
飛
び
出
し
て
い

　
る
（
八
重
歯
）

□
歯
と
歯
の
間
に
隙
間
が
あ
る

（
隙
っ
歯
）

□
嚙
み
合
わ
せ
た
と
き
に
、
上

の
前
歯
よ
り
下
の
前
歯
が
出

て
い
る
。（
反
対
咬
合
）

□
噛
み
合
わ
せ
た
と
き
に
、
下

の
前
歯
が
上
の
前
歯
で
か
く

れ
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
見

え
な
く
な
る
。（
過
蓋
咬
合
）

□
歯
並
び
は
き
れ
い
だ
が
、
突

　
大
寒
波
に
見
舞
わ
れ
、
例
年

に
な
く
寒
い
冬
を
お
過
ご
し
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
や
ま
な
み
荘

の
お
風
呂
と
食
事
で
暖
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

食
堂
で
は
二
月
中
、
あ
っ
た

か
フ
ェ
ア
第
二
弾
と
し
ま
し
て

「
ラ
ー
メ
ン
総
選
挙
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。
一
一
種
類
の
ラ
ー

メ
ン
を
食
べ
比
べ
て
い
た
だ
く

企
画
で
、
ラ
ー
メ
ン
好
き
な
方

や
ご
家
族
連
れ
等
、
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
利
用
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
定

番
の
も
の
か
ら
新
商
品
ま
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
投
票
の
結
果
で
メ

ニ
ュ
ー
の
改
訂
を
検
討
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
三
月
に
は
海
鮮
丼
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。
旬
の
海
の

幸
を
丼
に
盛
り
付
け
ご
提
供
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

新
年
度
に
向
け
、
役
員
改
選

や
引
継
業
務
、
歓
送
迎
会
等
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
や
ま
な

み
荘
で
は
春
の
宴
会
プ
ラ
ン
等

を
企
画
し
、
感
染
防
止
対
策
も

引
き
続
き
講
じ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

空
か
ら
降
る
も
の
が
雪
か
ら

雨
に
変
わ
る
時
期
で
す
。
そ
ろ

そ
ろ
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が

ら
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

↑海鮮丼（イメージ） ↑鯛カマネギ塩ラーメン
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〔
令
和
四
年
の
火
災
に
つ
い
て
〕

令
和
四
年
の
松
本
広
域
消
防

局
管
内
の
火
災
件
数
は
一
五
〇

件
で
、
前
年
と
比
べ
一
件
増
加

し
て
い
ま
す
。
火
災
件
数
の
内

訳
は
、建
物
火
災
七
〇
件（
前
年

比
三
件
減
）、車
両
火
災
一
四
件

（
前
年
比
六
件
増
）、
そ
の
他
火

災
六
三
件
（
前
年
比
二
件
減
）、

林
野
火
災
三
件
（
前
年
比
増
減

な
し
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
で
は
、一
位「
火
入

れ
（
あ
ぜ
焼
き
）」
二
二
件
、
二

位
「
た
き
火
」
一
五
件
、
三
位

「
こ
ん
ろ
」一
三
件
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
四
年
、
生
坂
村
の
火
災

で
行
わ
な
い
。

三
　
水
バ
ケ
ツ
な
ど
消
火
用
具

を
必
ず
用
意
す
る
。

四
　
完
全
に
火
が
消
え
る
ま

で
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

（
火
の
始
末
を
確
実
に
）

　
更
に
、
消
防
署
の
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
る
広
報
を
耳
に
し

た
り
、
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ

れ
て
い
る
時
は
、
た
き
火
や
あ

ぜ
焼
き
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
た
き
火
や
あ
ぜ
焼
き

な
ど
を
す
る
場
合
は
、
松
本
広

域
連
合
火
災
予
防
条
例
の
規
定

に
よ
り
、
事
前
に
消
防
署
へ
届

出
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
〇
二
六
三-
六
二-

二
九
九
二

件
数
は
一
件（
建
物
火
災
）で
七

月
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
火
を
取

り
扱
う
時
に
は
「
そ
の
場
を
離

れ
な
い
」・「
火
の
そ
ば
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
」
と

い
っ
た
、
防
火
の
基
本
を
念
頭

に
火
災
予
防
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、火

災
の
早
期
発
見
の
た
め
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
や
、
設
置

済
み
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
例
年
三
月
と
四
月
は
火
災
件

数
が
増
加
す
る
傾
向
で
す
。
令

和
四
年
も
三
月
と
四
月
の
二
ヵ

月
間
は
松
本
広
域
消
防
局
管
内

で
五
六
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
内
そ
の
他
の
火

災
が
三
四
件
と
な
っ
て
お
り
、

た
き
火
や
あ
ぜ
焼
き
な
ど
の
火

が
、
春
先
の
強
い
風
に
あ
お
ら

れ
燃
え
広
が
る
と
い
っ
た
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
行
う
た

き
火
や
あ
ぜ
焼
き
の
際
に
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

一
　
風
の
強
い
日
は
避
け
る
。

二
　
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈お出かけは マスク戸締り 火の用心〉

 　

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
明
科
高
校
を
語
る
会

　
一
月
二
四
日
に
令
和
二
年
以

来
三
年
ぶ
り
と
な
る
明
科
高
校

を
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
　

こ
の
取
組
は
生
徒
会
が
主
体

と
な
り
保
護
者
や
地
域
の
方
々

と
明
科
高
校
の
発
展
の
た
め
に

語
り
合
う
と
い
う
目
的
で
、
今

か
ら
一
一
年
前
に
始
ま
っ
た
も

の
で
す
。

　　
今
年
度
は
、学
校
評
議
員
、同

窓
会
員
、安
曇
野
市
議
会
議
員
、

明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ
う
か
い

‼
、
青
少
年
育
成
会
の
皆
様
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、生
徒
会

役
員
二
四
人
と
、こ
れ
か
ら
の
明

科
高
校
に
求
め
ら
れ
る
も
の
や

明
科
高
校
の
将
来
像
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　「
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
素
直
な

生
徒
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
」、「
求
め
ら
れ
て
動
く
だ
け
で

は
な
く
、自
分
た
ち
か
ら
提
案
し

て
行
動
で
き
る
力
を
ぜ
ひ
身
に

つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、
多

く
の
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
海
外
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

　
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
祖

国
に
帰
省
し
て
い
る
生
徒
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
日
本
語（
支

援
）の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
　

コ
ロ
ナ
禍
で
行
っ
て
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
、ま
さ
か
海
外
と

つ
な
が
り
、普
通
に
行
え
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　（
文
責
　
教
頭
　
堀
内
雅
司
）
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暗
く
長
い
冬
の
ト
ン
ネ
ル
の

先
に
よ
う
や
く
光
が
見
え
始
め

た
こ
の
頃
、
皆
さ
ま
お
変
わ
り

な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
わ
が
家
の
猫
は
寒
い
冬
の
時

期
、
私
の
布
団
に
入
っ
て
き
ま

す
。
頭
を
な
で
る
と
喉
を
ゴ
ロ

ゴ
ロ
。
よ
く
見
る
と「
ス
ー（
息

を
吸
う
）→
ゴ
ロ
ゴ
ロ（
吐
く
）」

で
は
な
く「
ゴ
ロ
ゴ
ロ（
息
を
吸

う
）
→
フ
ー
（
吐
く
）」
と
呼
吸

し
て
い
る
気
が
す
る
…
。

自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
と
す

る
と
、
息
を
吐
く
と
き
の
方
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
り
や
す
そ
う
だ

が
、
一
体
ど
ん
な
仕
組
み
で
音

が
出
て
い
る
の
か
…
。
皆
さ
ま

の
ご
自
宅
の
猫
は
ど
ん
な
ゴ
ロ

ゴ
ロ
で
す
か
。

　
今
月
も
お
付
き
合
い
い
た
だ

男女共同参画マンガで考えよう！

身近なジェンダー － 第11回 －
新

©段　丹映子　無断転載禁止
（「ちいさなジェンダー」ほおずき書籍）

編
集
後
記

編
集
後
記

　
毎
年
一
つ
の
指
標
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ（
男
女
格
差
）報
告
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
七
月
の
報
告
で
、

日
本
は
調

査
対
象
一

四
六
ヵ
国

中
一
一
六

位
で
し
た
。

分
野
別
で

は
教
育
は

一
位
で
男

女
平
等
と

な
っ
て
い

ま
す
が
、

経
済
（
一

二
一
位
）、
政
治
（
一
三
九
位
）
で
の
女

性
の
進
出
が
依
然
低
調
で
す
。
男
女
の

収
入
格
差
の
是
正
や
、
意
思
決
定
の
場

へ
の
女
性
の
参
画
な
ど
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

き
ま
し
ょ！

図
書
室

■
寒
い
時
期
こ
そ
…

お
部
屋
で
ゆ
っ
た
り
読
書

三
寒
四
温
と
は
よ
く
い
っ
た

も
の
で
、春
ま
で
は
気
温
の
行
き

つ
戻
り
つ
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
状

態
で
す
。こ
ん
な
時
期
こ
そ
、暖

か
い
お
部
屋
で
読
書
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。話
題
の「
本
屋
大

賞
」ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品（
四
月
一

二
日
発
表
）も
揃
え
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

児
童
館
か
ら
お
知
ら
せ

■
第
六
回��

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

ブ
リ
ッ
ジ�

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

で
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

毎
年
恒
例
の「
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
ブ
リ
ッ
ジ 

ラ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
」
を
、
三
月
二
四
日

（
金
）に
行
い
ま
す
。

　
今
年
も
児
童
館
か
ら
草
尾
を

経
由
し
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ

リ
ッ
ジ
を
目
指
し
、下
ノ
田
～
昭

津
～
児
童
館
へ
戻
る
、
往
復
距

離
八
八
〇
〇
ｍ
の
コ
ー
ス
で
す
。
　

お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お

家
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

春
が
来
た
よ
ろ
こ
び
を
感
じ

な
が
ら
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
楽

し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

参
加
希
望
の
方
は
、
所
定
の

用
紙
に
ご
記
入
、
も
し
く
は
お

電
話
で
児
童
館（
☎
六
九-

三
〇

五
〇
）
ま
で
申
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

寺
島

　榮
正
さ
ん（
107
歳

　日

　岐
）

勝
家

　久
敏
さ
ん（
58
歳

　草

　尾
）

髙
野

　
明
さ
ん（
93
歳

　下
生
野
）

き
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い

ま
し
た
。

三
月
号

も
ど
う

ぞ
お
楽

し
み
に
。

 （
西
村
）
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生坂村ホームページ

わが家の推しメン

散歩大好き！
　　人が大好き！！
ルル
（２歳・ミックス）

（大日向 /太田　喜博さん）

散歩大好き！
人が大好き！！

　
今
年
度
も
、一
月
一
二
日

（
木
）に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
ぴ
よ
ぴ
よ
ひ
ろ
ば
に
て
、

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ｉ
ｎ
生

坂
」フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
贈

呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を

通
し
て
心
ふ
れ
あ
う
時
を
つ

く
る
、そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く

る
活
動
で
す
。

一
九
九
二
年
に
イ
ギ
リ
ス

で
始
ま
っ
た
こ
の
活
動
は
、二

〇
〇
〇
年
頃
に
日
本
へ
広
が

り
、今
で
は
全
国
の
市
町
村
で

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
坂
村
で
は
、村
内
在
住
の

満
一
歳
の
お
子
さ
ま
を
対
象

に
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
対
象
の
お
子
さ

ま
は
一
二
名
で
、贈
呈
式
に
は

五
名
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

保
護
者
が
事
前
に
選
ん
だ

本
を
、教
育
長
よ
り
専
用
の
布

バ
ッ
グ
に
入
れ
て
お
渡
し
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、初
め
て
の
同
級
会

と
な
る
こ
の
場
で
、そ
れ
ぞ
れ

自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、お
名
前
の
由
来
も
伺
い
ま

し
た
。お
子
さ
ま
の
本
と
の
出

会
い
の
場
が
、新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
場
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

inin  

生
坂
生
坂

　
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、こ
の
日
は
長
野
県
内
に
お

住
ま
い
の
方
は
入
館
無
料
で

す
。お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
当
日
は
、ご
住
所
の
分
か
る
も

の
を
受
付
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

◦
日
時

　
三
月
二
六
日（
日
）

　
午
前
一
〇
時
～
午
後
四
時

◦
場
所

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

（
北
安
曇
郡
松
川
村
西
原
三

三
五
八
―
二
四
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

☎
〇
二
六
一-

六
二-

〇
七
七
二

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館

長
野
県
民
感
謝
デ
ー

長
野
県
民
感
謝
デ
ー

いわさきちひろ　はなぐるま　1967 年

藤澤　夢
ゆ め と

叶 ちゃん（2歳）
上生坂／真幸さん・紗穂さん

こんげつの

いい顔

外遊び大好き！！


